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コロナ禍でメンタルヘルスの
重要性が注目されるようになった
小野　本日は、このようなすばらしいゲストの
お2人をお招きすることができ、われわれとして
は大変光栄であり、とてもワクワクしています。
AFCエモーションズプロジェクトとは、最近始
まったばかりのプロジェクトです。まずはアン
ディさんに、エモーションズプロジェクトの概要
や目的、重要性などについてお伺いしたいと思
います。アジアのサッカーファミリーに対して、ど
のようなことを実行、展開しようとしているので
しょうか。

ロクスブルク　サッカーでの成功を考えると、
プロフェッショナルレベルのトッププレーヤーの
場合、皆さんがご存じのテクニック、戦術のノウ

ハウ、フィジカルの特性など、サッカーに対応す
るために必要な運動能力や心理的な能力を
十分に持ち合わせているかが基本となります。
　7月7日に欧州サッカー連盟（UEFA）が主
催するUEFA EURO 2020（欧州選手権）の
準決勝で、イタリア対スペインの試合が行われ
ましたね。今挙げた全てのことが世界に示され
た、すばらしい試合でした。すばらしいテクニッ
ク、戦術、最高レベルの運動能力だけではな
く、メンタルの強さも示されていました。
　そして、分析です。近年は、大変洗練されて
きています。もはやコーチの目というだけではあ
りません。分析をして、それに基づいてトレーニ
ングをする。技術、戦術的知識はますます洗練
されてきています。フィジカルコンディショニン
グと評価といったスポーツ科学も進歩していま
す。

　しかしそうした中で、心理的な要素はまだ明
確になっていません。サッカーの発展を考えた
際には、最後に残された大きなフロンティアで
あると言えます。われわれはもちろん、選手や監
督にはメンタルの強さが必要であるということ
は、みんなが分かっています。
　なぜわれわれはこのプロジェクトを始めたの
か。2020年の新型コロナウイルス感染拡大
の間、ヨーロッパでは、選手のメンタルヘルス
について大いに話題になりました。選手たちは
落胆していました。選手のメンタルヘルスを考
えたときに、失望や落胆をどうするのか。それに
よって健康の問題に発展してしまう可能性もあ
ります。もしかすれば、精神科医が必要になる
こともあります。もし攻撃性の高まりといったこ
とに発展すれば、スポーツ心理学者がそれに
対応することになります。
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　先ほど話した試合では、スペインはベンチに
心理学者を置いていました。イタリアは置いて
いませんでした。結果としてキャプテンがその
機能を果たすことになりましたが、そのトピック
に詳しいコーチが、専門家ではないものの、心
理面のケアをすることもあります。あるいは、選
手自身が自分の心理状態に対する気付きを
持つ。こうしたことの全てが、エモーショナルイ
ンテリジェンスに関わります。コロナ禍の状況
の中で、この非常に重要な分野について考え
る必要が生じたというのが、プロジェクト発足
の背景です。

小野　なるほど。新型コロナウイルス感染拡
大が、プロジェクト立ち上げの背景にあったの
ですね。

ロクスブルク　われわれの目的は、駆け出し
のコーチだろうが、最前線で活躍するコーチだ
ろうが、彼らを助けることです。コーチたちに働
き掛けることによって、最終的には選手たちに
働き掛けることになります。われわれが扱うの
は、精神科医の領域ではありません。スポーツ
心理学者の領域でもありません。われわれが助
けるのはコーチです。そして目指すのは、スポー
ツ科学そのものではなく、コーチに対する実践
的なアドバイスとガイダンスです。
　エモーションは、ゲームを推進します。残念な
がら2020年にお亡くなりになりましたが、ジェ
ラール・ウリエ氏（フランス人指導者／元リ
ヴァプールFC監督ほか）はこう言っていました。

「監督としてのリーダーシップとは、エモーショ
ンを伝えることだ」と。監督のエモーションが、
チームのエモーションに影響を与えます。サッ
カーは、人生の学校であると言われます。学
び、成長する場所であり、そこにはエモーション
も含まれます。あらゆるエモーションが、サッカー
では非常に強く現れます。だからこそ、これは非
常に興味深いケーススタディになるのです。
　われわれがここで扱うのは、セルフアウェア
ネス（自分自身の状態に気付くこと）、エモー
ションのコントロール、そしてエモーションの表
現です。日本人はエモーションのコントロール、
エモーションを抑えることにはとても優れてい
ますね。ただしもしかすると、コントロールではな
く、隠しているだけかもしれません。コインには
裏表があるように、一方ではエモーションを表す
こと、ポジティブな方向に表現すること、そして
他者を理解して適切に関わっていくことができ
る能力は大切です。
　先日、イングランドの有名な新聞で、ある記
事を見つけました。「リヴァプールFCのユルゲ

ン・クロップ監督の最大の才能は、エンパシー
（他人の心情をくみ取る力）である」と書かれ
ていました。これはまさに、エモーショナルインテ
リジェンスに含まれるものです。この記事はす
ごいと思いました。彼は、戦術能力、人のマネ
ジメントに長けている監督です。しかし、この記
事はエンパシーを挙げたのです。選手たちと関
わっていく能力が彼の一番の才能であると。だ
から今こそ、サッカーの歴史の流れの中におい
て、このトピック、すなわちエモーショナルインテ
リジェンス、サッカーにおけるエモーションに目
を向けてみる良い時であると考えています。今
こそ、その時です。

小野　ありがとうございます。私自身も、このプ
ロジェクトに関わって、あらためてエモーション
の重要性を痛感させられているところです。特
にマークさんとの1対1のミーティングは、私に
とって学びのプロセスであり、本当に多くのこと
を学ばせていただいています。その中で聞いた
のですが、アンディさんがUEFAでテクニカル
ダイレクターをされていたときに、マークさんはす
でにUEFAで一緒に活動をされていたんです
よね。あらためて、いつもながらアンディさんの
慧眼、先見の明には感心させられました。
　では、アンディさんにお伺いします。どのよう
なきっかけでマークさんとコラボレーションする
ようになり、そしてヨーロッパではどのようにエ
モーションプロジェクトを展開してきたのでしょう
か。併せて、日本の指導者に対してマークさん
のご紹介もしていただけるとありがたいです。

ロクスブルク　マークの組織とUEFAには
つながりがあり、UEFAが彼のプロジェクトをサ

ポートする形でコラボレーションしていました。も
ともとは、われわれではなくマークが行っていた
プロジェクトなのです。そんな折、マークがイタリ
アで行われたエモーションに関するカンファレン
スのスピーカーとして私を招待してくれて、私は
オランダで行われたグラスルーツカンファレンス
のスピーカーとしてマークを招待しました。そうし
て関係を深めていったのです。われわれは彼の
活動、その重要性に感銘を受けて、喜んで一
緒に活動していこうと思ったわけです。
　AFCエモーションズプロジェクトでは、プログ
ラムのオーナーシップをAFCが引き受ける形で
すが、ヨーロッパではマークが行っていることを
UEFAがサポートしながら展開していくという形
です。同時に、彼はすでにいくつかのUEFA所
属の協会・連盟と連携を図っていました。マー
クからも説明してもらいましょう。

小野　ありがとうございます。マークさん、
UEFAで行っていた活動について説明を加え
ていただけますか。そして、現在行っている活
動についてもお願いします。

ミルトン　アンディさんとお会いしたのは、たし
か2006年。UEFAはクライアントでした。ただ、
エモーションズプロジェクト以前も、ミシェル・
プラティニ氏がUEFAの会長になった際に大
きな改革があり、体制も刷新された中、私は
UEFAのエクゼクティブコーチとして活動もして
いたのです。
　当時、すでに「Education 4 Peace」を設立
していて、「IFOTES（International federati 
on of telephone emergency services）」と
いう組織の会長をさせていただくことになりまし

AFCテクニカルダイレクターのアンディ・ロクスブルク氏　©︎JFA/PR
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た。IFOTESは、世界中で自殺防止の活動を
している組織を統括する団体です。私たちの
仕事は、人材育成、エンパシー、傾聴のスキル
を身に付けさせることでした。2007年には、エ
モーショナルヘルスという非常に重要なテーマ
を扱うコングレスを開催しました。当初、UEFA
にこの話を持ち掛けると、何人かが興味を示
してくれました。特にアンディさんは、私たちが
学校で展開していた活動に関心を持ってくれ
ました。その頃の活動はサッカーとは関係がな
く、学校を通してエモーショナルヘルスやエン
パシーを広める活動を行っていたのです。アン
ディさんは教師としての経験もお持ちなんです
よね。だからアンディさんは、私たちがやってい
ることに対して感度が高かったのだと思いま
す。　しかし、2006年当時にUEFAでエモー
ションの話をしたときには、スポーツの世界に
おいて、それは「科学」であって「スポーツ」で
はないという見方をされがちでした。スポーツと
科学の間には大きな壁がありました。ただし、
アンディさんは私たちがやっていることをすぐに
キャッチしてくれて、イタリアで開催するこのコン
グレスに対して、UEFAに経済的支援をお願い
したのです。世界保健機関（WHO）も共同支
援してくれました。これが非常に大きなマイルス
トーンとなりました。
　WHOはメンタルヘルスという概念を打ち出
していました。WHOのメンタルヘルスの定義
は、マイナスの状態に陥ったものを健常状態
に持っていく、すなわち心理、あるいは精神科
医的な治療を必要とする医学領域の言葉とし
て扱われているものでした。それゆえに、医師、
精神科医、心理療法士などの医療関係者が、
長年に渡りメンタルヘルスに携わってきたので

す。

小野　メンタルヘルスとエモーショナルヘルス
は異なるものなのでしょうか。

ミルトン　そうですね。エモーショナルヘルス
というのは、健常者がより良くなることも含め、
あらゆる人に関わるものです。言葉を換えれ
ば、医科学だけが扱う領域から外に引っ張り
出したものなのです。私は24年前にコーチをし
ていましたが、それはまだほんの始まりでした。
スポーツのコーチのことではなく、組織の中の
コーチングのことです。そのときに問題になった
のが、セラピー（治療の領域）とコーチングの間
の境界がどこなのか、ということでした。このコ
ングレスで、アンディさんがサッカーとエモーショ

ンについて、すばらしい講演をしてくれました。
興味深いことに、その2年後にUEFA EURO
のスローガンが“Get ready for emotions！”
だったのです。アンディさん、覚えていますか。

ロクスブルク　よく覚えていますよ。
ミルトン　とても興味深く感じました。というの
は、2年前にエモーションという言葉はとてもデ
リケートなものだったのが、急にこのように使わ
れるようになったのですから。これが大きな変
化につながりました。当時のUEFAの広報ダイ
レクターは社会貢献部門のダイレクターもして
いたのですが、彼が話してくれたのは、UEFAに
とって大きな課題になっているのが“Violence 
in football（サッカーにおける暴力）”であるとい
うこと。そのため、サッカーにおける暴力根絶の
ために、UEFAの社会貢献のパートナーになっ
てほしいと言われました。これが、私たちが一緒
に仕事をするようになった経緯です。
　このようにして、多くの協会・連盟、クラブと
も関わるようになりました。このプログラムに取
り組んで5年になりますが、言わば、白紙の状
態からのスタートでした。というのは、先ほど言っ
たように、エモーションという概念はそれまで主
流として扱われるものでは全くなかったからで
す。

小野　ありがとうございます。非常に興味深い
お話でした。このトピックはわれわれも非常に
重要であると捉えており、同じように取り組んで
きています。

プロジェクトリーダーを務めるマーク・ミルトン氏©︎JFA/PR
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否定的なアプローチではなく
ポジティブなマインドに変えていく
小野　この問題を扱う際に、「これをしてはい
けない」「これは駄目」というアプローチになり
がちです。マークさんから伺った話では、このプ
ロジェクトでは全く違うアプローチですよね。「こ
れをしてはいけない」ではなく「こうしよう」とい
う。例えば、アンガーマネジメント。ある人が怒り
の感情を抱いたとします。それはいけない、その
ような感情を抱いてはいけない、というアプロー
チになりがちです。しかし、マークさんがいつも
言っていることは、エモーション自体は悪いもの
ではない、自然なものであると。大事なのは、エ
モーションとどのように向き合うか、マスターす
るかということ。姿勢やマインドをそのように変
えていくということ。これはスポーツだけでなく、
あらゆることに大切なマインドだと思います。こ
のような考え方をサッカーの指導者たちに、ど
のように広げていけばいいでしょうか。

ミルトン　私たちが文化を変えようと思うとき
に、「××をもう見たくない」「No ××」というア
プローチをしがちです。暴力根絶、人種差別反
対など、さまざまなキャンペーンが行われていま
す。もちろん、それは必要なステップです。「暴
力反対。暴力はもう二度と見たくない」と宣言
することは大切なことです。しかし、宣言の次に
やってくるのは、「私たちが見たいのは○○で
ある」という段階です。つまり、抑えるのではな
く、望ましいものをインスパイアする、励ます、刺
激して促進する段階です。
　教育で変化を起こしたい場合、「××をしない
ように注意しなくては」というよりも、「○○をし
てみよう」とモチベーションを与える方法をとり
ます。UEFAとの取り組みを始めた際に、この
点を確認しました。というのは、私にとって、学
校からサッカーへ取り組むべき対象の移行は、
簡単な決断ではありませんでした。キーとなる
問いは、「新たな世代がセルフアウェアネス（自
分自身をよく知る）ことをインスパイアする、とい
う考え方で合意できるか」ということでした。
　自分自身のエモーションを知り、困難な状況
にあっても自分のエモーションのマスターでいら
れるということは、若者にとっては「クールなス
キル」です。若者は「そうさ、ゴールをとってチャ
ンピオンになるんだ、有名になって大金持ちに
なるんだ」というだけではなく、「自分はあのチャ
ンピオンのようになりたいんだ。困難な状況に
あっても、あのチャンピオンのように、その状況
をマスターとして解決できるようになりたいん
だ」というように、インスパイアされるということ

です。UEFAがこのビジョンに同意してくれて、
プロジェクトをスタートすることができました。
　アンディさんが言っているように、さまざまな
スキルの一つであるということです。文化を変
えたいと思ったら、誰もが理解するような、強
力なメッセージが必要です。文化を変える際の
鍵です。4つのスキル、すなわち、技術、戦術、
フィジカル、マインド（考え方）があります。その
中でマインドは、スポーツのパフォーマンスに
フォーカスしたもの。自分自身を知り、より良い
パフォーマンスを発揮しようというもの。その中
で私たちは、5つ目のスキルを導入することにし
ました。つまり、態度、姿勢（Attitude）です。こ
れは、パフォーマンスに関わる心理学的側面と
は異なり、より社会的な行動です。
　いくつかのナショナルレベルの協会・連盟
と活動をするようになったことも、大きな機会と
なりました。もちろん、地域レベルやクラブレベ
ルとも。コーチ、プレーヤー、審判員、親といっ
たサッカーファミリー全体との関わりができま
した。誰もがこのトピックに関心を持っていま
す。プレーヤーだけではありません。審判員と
の取り組みもとても興味深いものです。UEFA 
EURO 2020では、審判員たちの姿勢は非
常にすばらしかったですね。近年、審判員は変
わってきているという印象を持っています。エ
モーションのマスターになれており、すばらしい
模範になっています。

ロクスブルク　同感です。マークが言うよう
に、このトピックはとても広範囲にわたるもの
です。というのは、あらゆる人に関わることだか
らです。サッカーのコーチやプレーヤー、あるい
は審判員のことだけではありません。その影響

は、それらを越えて、さらに広い範囲に及びま
す。その他のスタッフ、あるいはファンにも及び
ますし、社会全体に影響を及ぼすものです。だ
から、サッカーから発してはいますが、政府も、
教育や学校にも関わる面で関心を持つもので
す。サッカーが道を示す、あるいはサッカーをモ
デルにして若者を支援する。サッカー選手に限
らず、社会全体の若者に、教育や社会の面で
影響を及ぼすものです。

小野　確かに、エモーションというのは誰もが
持つものですからね。

ロクスブルク　とはいえ、これらに取り組む
際に戻るべきポイントは、サッカーにフォーカス
するということ。最初に聞かれたことへの答え
にもなりますが、われわれ（Football People）
の視点からのこととして取り組むべきもので、
いわゆる心理学ではなく、スポーツ心理学者
とともに取り組むものでもありません。もちろん
インプットは喜んでしますが、彼らから得られる
のは基本的な理論です。それに対して、マー
クが示してくれているのは、われわれの基準点

（Reference Point）です。彼は実践的な事
例を提示してくれますし、価値の高い基本的な
理論をもたらしてくれます。
　これらの考え方やアイデアを、サッカーの中
でどのように適用するかということです。つま
り、実践的なアドバイス、実践的なノウハウ、知
識。われわれの仕事の一つは、ディスカッション
を刺激すること。コミュニティーにおける、このト
ピックに関するディスカッションをさらに刺激す
ること。先ほどマークが言ったように、過去には
タブーとされてきました。非常に男性的な活動

AFCエモーションズ
プロジェクト対談 
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であるサッカーにおいて、エモーションについて
語ることは軟弱と思われると、エモーションはそ
のように扱われてきました。
　しかし今は、「不安の時代」です。現代の若
者は以前とは異なり、大きな不安を抱えていま
す。コロナ禍もそれに大きく影響しています。こ
の「不安の時代」では、メンタルヘルスについ
て語ること、サッカーにおけるエモーションにつ
いて語ることも問題ありません。
　ただし、これは実践的なものであるということ
を確認しなければなりません。まずはコーチに、
このトピックについての思考をしてもらいたい。
われわれはコーチたちに、マニュアルのようなも
ので、単に知識を提供しようとしているのでは
ありません。思考を刺激したいのです。「実践
的」と言うときに、コーチやプレーヤーに実際に
起こるさまざまな問題、すなわち勝ちや負けの
際に生じるエモーションなどに、どのようにうまく
対応するか。リジリエンス（立ち直る回復力）を
持つことができるか。自信や自尊心が揺らいだ
としても、ストレス、プレッシャー、不安に対処で
きるか。集中を保つことができるか。フォーカス
を保つことができるか。周りがどのような状況で
あっても冷静でいられるか。失敗への恐れを克
服することができるか。仲間と協力することがで
きるか。人の言うことに耳を傾けることができる
か。言い訳ばかりせずにいられるか。チームメイ
トをリスペクトできるか。監督にとって大きな課
題、大きな期待に対応することができるか。こ
れは、イングランド代表のガレス・サウスゲート
監督が現在さらされている問題ですね。期待を
コントロールすること。こうしたことの全て。限り
なく挙げることができます。
　セルフアウェアネスや、他者と関わる能力な

ど、これらは全て、エモーションの傘の下に入る
ものです。これらの全てがゲームに影響を与え
ます。テクニックが不十分、戦術不足、フィットし
ていない……それであれば必要ないかもしれま
せん。しかし、これら全てが十分だったとすると、
エモーションの側面をコントロールする能力、そ
れこそが違いを生み出すことになるのです。
　
小野　ありがとうございます。本当に重要なプ
ロジェクトですね。マークさんが言ったような文
化の変化を、日本サッカー界にもたらすのに良
いタイミングだと思います。われわれがこのプロ
ジェクトに取り組めば、アンディさんの言うよう
に、サッカーが社会全体に寄与することができ
るのではないかと思います。

指導者養成からはじめて
グラスルーツに根を下ろしていく
小野　われわれはこのプロジェクトを導入する
にあたり、指導者養成から開始しています。ま
ずはA級コーチライセンス養成講習会で実施
してみました。非常に良いセッションになり、受
講者からもポジティブなフィードバックを得てい
ます。次のステップとしては、どのような方向が
考えられるでしょうか。指導者養成から開始し
ますが、アンディさんがおっしゃるように、指導
者のみに関わるトピックではありません。グラス
ルーツのプレーヤーや親たちにも関わることで
す。どのようなステップで進めていくのがいいで
しょうか。

ロクスブルク　このトピックは、とても広範囲
にわたるものであり、あらゆる可能性がありま

す。しかしスタートにあたっては、それを狭めたと
ころから展開させていこうとしています。そのス
テップとして、AFCのメインのタスクは指導者
養成、コーチングコンベンションです。つまり、
次世代の指導者を育て、各協会・連盟が自
身の指導者養成を確立するのを手助けする
ことです。もちろん、現在の世代の指導者を
アップデートしていくことも必要です。われわれ
がしようとしていることは、とてもシンプルなこと
です。指導者養成にこのトピックを含めていく
こと。まずはエモーションという用語を入れまし
た。各国の協会・連盟がそれぞれの指導者
養成の中にこのトピックを確実に含めていくよ
うにします。将来プロの監督になる指導者に
は必要となる性質のトピックになります。
　また、ユースプレーヤーを指導するC級コー
チライセンスなどでは、若干異なるアプローチ
でこのトピックを扱うことになるでしょう。指導者
養成に関しては、もう一つの柱があります。指
導者間でのディスカッションを刺激していくこと
です。これは指導者養成講習会になるかもし
れませんし、リフレッシュ研修会などになるかも
しれません。われわれとしては、各国の協会・
連盟にサンプルとなる教材を提供したいと思っ
ていますし、そのためにも、プロジェクトのパイ
ロットとしての活動を通して、リサーチをもっとし
たいと思っています。
　それがある程度進んだ段階で、次のステッ
プでは、より直接的に選手たちにアプローチし
たいです。例えば、アカデミー所属のユースプ
レーヤー。ユースプレーヤーに直接働き掛ける
素材も考えています。審判員にもそうです。ある
いは、もっと拡大して学校へのアプローチも考
えられます。コミュニティーにあるサッカーのクラ
ブ、グラスルーツプログラムなどへの教材も考
えています。これは教室での学習とは異なり、
最終的にピッチで生かされるものです。

小野　範囲を少しずつ広げていくわけですね。

ロクスブルク　はい。フランスサッカー連盟
に、ジャック・クルボアジェという仲間がいま
す。心理学者であり、サッカーのコーチでもある
彼は、すばらしい仕事をしています。フランス代
表選手、アカデミーのプレーヤー、アーセナル
FCなどでのアンケートを整理してまとめ上げて
書籍にしたものを私もいただき、それが今ここ
にあります（『フランスサッカーのプロフェッショ
ナル・コーチング』／大修館書店刊)。
　彼がしようとしたのは、どのような問題がある
のかを明らかにし、その上で、これらのトピックに
ついて選手たちに直接働き掛けました。選手

なでしこジャパン MS&ADカップ2021より　©︎JFA
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が必要としていたのは、時には集団としての要
素もありますが、多くは個人的なことです。すな
わち、これは学校や教育現場に下ろしていくこ
とができるのです。
　まずは、指導者養成から。指導者養成のカ
リキュラムに取り入れていくこと、コースの中
に一つのセッションを設けることからで構いま
せん。とにかくスタートすること。そして、指導者
養成プログラムの中のモジュールにしていくこ
と。ここまでやったら、波が起こっていきます。な
ぜならば、これらの将来のコーチたちが、グラス
ルーツでもユースアカデミーでも、あるいはプロ
レベルでも、彼らが選手を指導する上で、このト
ピックをプロモートしていくからです。
　これらの取り組みの究極の目的は、「サッ
カーはロボットがプレーするゲームではない」と
示すことです。時に指導者は、プレーヤーをロ
ボット、駒のように扱おうとすることがあります。
ここに行け、あそこに行け、何も考えずに…と。
しかし、サッカーというのは、人間が考えながら
行うゲームです。目的は、プレーヤーが自分自
身で判断して実行できるようにトレーニングする
ことです。監督がタッチライン際からゲームをす
るのではありません。ゲームの中で生身の人間
がプレーするのです。つまり、プレーヤーを教育
すること。プレーヤーは、技術、戦術、フィジカル
面などあらゆる場面に対応できるかもしれない。
しかし、エモーションに関してもゲームで遭遇す
るさまざまな状況で対処できるようにしなければ
ならないのです。試合で、勝敗の分かれ目にな
るような場面であると認識した瞬間に適切に
対処できるか。この要素は先ほども話したよう
に、サッカーの発展において、最後に残された
フロンティアなのです。

小野　指導者養成に始まり、下に向けて波を
起こしていく。よくアンディさんがおっしゃる「カ
スケード効果」（小さな刺激が段階的に次 と々
増幅して、大きな効果を引き起こすこと）です
ね。

ロクスブルク　そう、「カスケード効果」です。
だから、最初にマークのような人がスタートとし
て必要なのです。そして、次に指導者養成のコ
アとなるチューター（かつてはインストラクターと
呼んでいた) たちへ。そのチューターたちが次
世代の指導者を養成するわけです。その指導
者たちが自分のチームのスタッフを教育する。
そのスタッフがプレーヤーを教育する。一本の
細い滝が、下へと流れていくうちに連なって、
広がりを持っていきます。つまり、上の部分だけ

の話ではない。さまざまなレベルや環境へと広
がっていくことが大切です。

小野　ありがとうございます。よく理解すること
ができました。では、マークさん、同じ質問です。
実際にAssociate-Pro（A-Pro）ライセンスコー
スにおいて、一緒にセッションをさせていただき
ました。受講者は非常に大きな刺激を受けて
いました。しかし、これはマークさんがいつも言
うように、感受性を高めるための刺激のプロセ
スですね。これをさらに発展させていき、エモー
ションのマスターになっていくためには、どのよ
うにすればいいでしょうか。

ミルトン　まずアンディさんにお礼を言いたい
ですね。この仕事を始めて10年になりますが、
これはある意味、パイオニア的な仕事です。初
めから多くの人に理解されて受け入れられたわ
けではありませんでした。しかし、アンディさんの
ようなグローバルに、総合的な広い視野を持っ
た人がサポートしてくれて、また励ましてくれたこ
とで、進めることができました。先ほどアンディさ
んが言った、「プレーヤーがロボットのようにな
るリスク」が印象的ですね。これはとても大事
なことをハイライトしていると思います。私たち
がこのフィールドで発見していることは、ウェル
ビーイング（健康で幸福であること）とパフォー
マンスのつながりです。プレーヤーが自分自身
を知り、ハッピーで健康的で、困難な状況に対
処することができるほど、優れたパフォーマンス
を発揮できます。そして、よりクリエイティブにな
れるのです。
　エリートレベルに目を向けると、これはとても
重要な側面です。プレーヤーがクリエイティブ

AFCエモーションズ
プロジェクト対談 

特集1

2018FIFAワールドカップ ロシアより　©︎JFA

2018FIFAワールドカップ ロシアより　©︎JFA



8 vol.104

で、個性を発揮できること、そして他者と共に
連携できること。エモーション、セルフアウェア
ネスのトピックは、ウェルビーイングから始まっ
ているのです。コーチやプレーヤーが、違いに
ついてより理解すること。心理学者が必要な
フィールド、つまり何かがうまくいっておらず、助
けが必要な状態とは異なります。このトピック
は、心理学というよりは、もっとコミュニケーショ
ンスキルに近いでしょう。他者と、自分自身と状
況に応じてどのようにコミュニケーションをとる
かです。

小野　先ほどお話しされた、精神科医的な治
療とは異なるということですね。

ミルトン　そうです。そして文化を変える際に
重要となるのは、最重要人物からなる10人程
度の最少限のグループを形成し、共通の知
識、共通の言語を共有していくことです。エモー
ションをめぐるボキャブラリー、エンパシーや聴く
力（Listening Ability）など、こうしたものがもっ
と主流になっていくためにも、JFAの皆さんの
取り組みは非常に重要なことなのです。このト
ピックが他のテクニック、戦術、フィジカルなど
と異なるのは、アンディさんが言ったように、とて
もパーソナルなものであるということです。人に
セルフアウェアネスを押し付けることはできませ
ん。人に、自分自身を知るべきだ、とは言えませ
ん。自分自身のことを知るように、人を励まして
モチベーションを高めることしかできません。そ
れを広めていくためには、トップダウンだけでは
なく、ボトムアップも重要となるのです。
　AFCにおいては、それぞれ文化の異なるさ
まざまな協会・連盟でどのように展開していく

のかが重要となります。これまでの経験でも、
各協会・連盟によってそれぞれカスタマイズさ
れたやり方になっています。なぜならば、エモー
ションに対する感覚も異なりますし、組織の体
制も異なるからです。ある協会・連盟ではス
ポーツ科学者、スポーツ心理学者がたくさん関
わっており、そういう人が関わっていないところ
もある。組織のメインのステークホルダーを見
つけることが大切です。日本の場合はチーム
ワークですね。
　日本で現在進めているプロセスは、本当に
すばらしいものです。ステップバイステップで着
実に進んでいます。第1段階のイントロダクショ
ン、刺激を広げています。次のステップ、第2
段階はより深めて、さまざまなトレーニングを取
り入れていくことになるでしょう。アンディさんが
言ったように、その先には親もいます。例えば
ベルギーサッカー協会では、多くの親に対して
働き掛けをしており、親のためのプログラムが
あります。他の協会・連盟はそうではありませ
ん。JFAの取り組みが今後どのような方向に
広がっていき、どの対象がこのトピックに対する
感度が高く、どの対象が受け入れる準備が進
んでいるのか。うまく進んでいけば、アジアの他
の協会・連盟での導入に対しても、非常にポ
ジティブな影響を与えてくれるでしょう。
　もう一つ、政治レベルに働き掛けることも大
切だと思っています。このトピックに興味を持つ
省庁が3つあります。もちろんスポーツに関わる
省庁、そして健康に関わる省庁、そして教育に
関わる省庁です。私の夢は、サッカーが他のス
ポーツの刺激になって影響を与え、同様に広
まっていくことです。

小野　よく理解できました。ありがとうございま
す。実は、刺激のステップからさらに学びたい
人に向けて、現在、マークさん本の翻訳作業を
しているところです。本当にすばらしい本で、翻
訳しながらも多くのことを学んでいます。何とか
今年秋には電子書籍として出版し、受講者が
さらに勉強できるようなツールにしたいと思って
います。

ロクスブルク　マークが言ったことに少し付
け加えさせてください。ちょうど最近、スポーツ界
で起こったことです。エマ・ラドゥカヌというイギ
リスの若い女子テニスプレーヤーが、ウィンブ
ルドンのセンターコートでプレーしました。彼女
はまだ18歳です。勝ち上がっていく彼女に、イ
ギリス中が熱狂していきました。しかし、それが
大きなプレッシャーとなって彼女にのしかかって
いき、その状況に対処しきれず、4回戦で途中
棄権することになってしまったのです。彼女に
とっては、大変な悲劇です。幸い、彼女はその
後に回復しましたが、自分で状況に対処する
ことができなかった、エモーションが崩壊してし
まったことを認識しました。
　技術レベルは大会で十分に通用したけれ
ど、おそらく18歳の彼女にとって、パーソナリ
ティー、エモーションのコントロールの面で、それ
をこの大舞台で対処する準備がまだできてい
なかったのでしょう。マークの言うように、これは
他のスポーツにもあてはまるものです。まもなく
開催される東京オリンピックでも、たくさんの事
例を見ることになるでしょう。
　逆の面からもう一つ。UEFA EURO 2020
の準決勝でイタリアがスペインを破ったその
日、イギリスの新聞は試合の記事であふれてい
ました。試合は延長戦の末、PK戦に持ち込ま
れました。PK戦をどちらのエンドで行うかを決め
るコイントスに勝ったイタリアのキャプテンは、
ゴール裏がイタリアファンで埋め尽くされた側
で行うことを選択しました。これによって彼は、
この試合に勝ったと感じたのかもしれません
ね。すばらしいパーソナリティーの持ち主であ
る彼は、エモーションをあふれさせ、なんと相手
チームのキャプテンをハグし、ジャンプしました。
この瞬間、エモーションを噴出させたのです。ま
だPKを蹴る前のその瞬間、彼は勝利をたぐり
寄せたと確信し、スペインのキャプテンは完全
にショックを受けていました。非常にエモーショ
ンにあふれる瞬間だったと思います。
　イタリアのゲームに対する情熱、自信、あらゆ
るエモーションがそこに示されていました。PKを
外したスペインの選手は、どんどん自信を失っ
ていきました。これもエモーションです。このPK第99回全国高等学校サッカー選手権大会より　©︎JFA
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で彼は緩いボールを蹴って、GKにセーブされ
ました。これもエモーションです。イタリアの最
後のキッカーは、チェルシーFC（イングランド）
のジョルジーニョ。冷静にゆっくりと歩いていっ
て、最後の瞬間まで待った。GKが先に動き、
彼は実に冷静に緩いゴロでゴールの隅に決め
ました。これら全て、エモーションが関わることで
す。
　もちろん彼らのテクニックのクオリティーは
十分にすばらしいものです。しかし、時としてエ
モーションの対応がうまくいかなくなる選手がい
る一方で、トップレベルの完璧な対処ができる
選手もいます。
　このプロジェクトでは、スローガンをつくりまし
た。「ボールをコントロール、そしてエモーション
をコントロールすることで、ゲームをコントロー
ルできる（Control the Ball, Control your 
Emotions, Control the Game）」です。この
小さなスローガンが、今日話してきた、サッカー
のコーチに対するこのトピックのまとめです。

一人一人が自分自身の
エモーションを理解することが大切
小野　このプロジェクトにおいて、痛感させられ
たことがあります。われわれはエモーションの重
要性を漠然と分かっているつもりですが、実際
には、十分に理解しているとは言えませんでし
た。テクニックや戦術、フィジカルについては、
その重要性とともに、それを向上させるための
切り口、ノウハウがあります。しかし、エモーショ
ンに関しては、その切り口、どのように高めてい
くか、それが分かりません。だから、重要だと思
いながら、おざなりにしてきた面があります。これ
はわれわれにとって、われわれのサッカーを発展
させるために非常に良い機会であり、またサッ
カーを越えて社会に貢献できるすばらしい機会
であると思っています。

ロクスブルク　コーチは自分自身のエモーショ
ンと、選手のエモーションを理解することが必
要です。理解したその先に、どうしたらいいのか
が分からなければいけません。重要なことは、
“What（何を）”よりも“HOW（どのように）”です。
誰もが強くなりたい、チャンピオンになりたい。み
んながそうです。しかし、そのために必要なのは、
HOWです。HOWが違いをもたらすのです。
　日本がどのようにプレーヤーを育成するか
は、カタールがどのように育成するかとは異なり
ます。どのように行動するか、どのように準備す
るか、これが違いを生み出します。最終的には、
このプログラムから何を得て、どのように活用

するか。これが違いを生み出すのです。
　イタリアのキャプテンのあの姿を見ると、日本
のキャプテンがあのように振る舞うことは想像
もできません。おそらく日本の文化の中では、あ
のようなエモーショナルな行動は好ましいとはさ
れなかったかもしれませんね。日本では、エモー
ションのコントロール、抑えることに関しては、む
しろ非常に優れている。けれども、エモーション
を正しく表現することにはあまり長けていないよ
うに感じます。
　2018FIFAワールドカップロシアのノックア
ウトステージ・ラウンド16のベルギー戦、最初
の60分の日本は本当にすばらしく、2-0でリード
していました。しかし、その後、失点をしてしまっ
た。そこでどうすべきか。技術や戦術の問題で
はありません。この状況をどうコントロールして
いけばいいか、このときのエモーションの要素
は、日本の味方にならなかったようにも感じまし
た。イタリアのように、時にはエモーションの発
揮を味方につけること。エモーションをポジティ
ブな方向に使うこと。それが最終的に、結果を
生み出すことにつながるのです。

小野　そうですね。われわれはエモーションをコ
ントロールする方向は得意かもしれませんが、
今後さらに向上していくためには、もっとエモー
ションを表に出していくような面も、併せて高
めていくようにしなければならないと感じていま
す。

ミルトン　剛さん、エモーションをめぐるHOW
の重要性について、アンディさんの言ったこと
に付け加えさせてもらっていいですか。エモー
ションは「知識」ではなく、「経験」に関わること

です。そして私たちは一人一人、それぞれの経
験を持っています。
　だから、教科書などで知識を身に付けて、試
験に合格する類のものではありません。私たち
はまず、一人一人が自分自身のエモーションを
理解する必要があります。そしてその上で、異
なる人生を送っている他者とも共になる（be 
with them）にはどうすればいいかを理解しま
す。他者に「こうしろ」と言うことはできません。
私たちにできるのは、彼らの言うことに耳を傾
け、心情をくみ取ること、すなわちエンパシーな
のです。
　先ほどの話に出たイタリアのキャプテンのあ
の情熱を目の当たりにして、とてもインスパイア
されました。サッカーは社会に大きな貢献がで
きると思っています。現代社会が直面している
大きな課題は、競争とプレッシャーです。ビジネ
ス、金、名声、あらゆる面での競争が要求され
ています。サッカーは、それらの競争をポジティ
ブな価値のあるものへと変える可能性を秘め
ていると思っています。それゆえに、サッカーは
とても美しい競技なのです。イタリアのキャプテ
ンはそれを示しました。

ロクスブルク　まさにその通りです。彼はあの
瞬間、泣いていましたね。初めてサッカーをした
9歳の子どものように、エモーションを表に出し
ていました。もちろん、あれを人にやれと言って
いるわけではありません。ただし少なくとも、彼
はあのエモーションを示すことで、周りをインス
パイアした。プレーヤーだけでなく、ファンや観
衆まで。どのくらいの家であの試合が観られて
いたかは分かりませんが、きっと同じようにイン
スパイアされたことでしょう。私もインスパイアさ
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れました。イタリアとスペインとい
う意味では、どちらも自分にとっ
てはとても関係が深くて、どちらか
の側で観ていたわけではないで
すよ。どちらが勝っても幸せだと
思って観ていました。しかしあの
夜は、フットボールが勝利した、エ
モーションが勝利した、そんな試
合だったと感じています。サッカー
の喜びが示された、本当にすばら
しい試合でした。

小野　すばらしいお2人の話を
聞くことができ、本当に贅沢な至
福のひと時でした。今後のこのプ
ロジェクトをますます楽しみにして
います。どうもありがとうございまし
た。

　皆さんと仕事ができることを大変光栄に思いま
す。2020年にアジアサッカー連盟（AFC）から、エ
モーションズプロジェクトの導入と実施を依頼し
ていただきました。私はこのトピックに関して、ベル
ギー、フランス、スイスなど、ヨーロッパのいくつかの
協会・連盟や、アーセナルFC（イングランド）やオ
リンピック・リヨン（フランス）といったビッグクラブと
仕事をしてきました。
　日本サッカー協会（JFA）はこのプロジェクトのパ
イロットとして展開しており、後に続く協会・連盟の
ためのモデルとなる成果を得られるよう、皆さんをサ
ポートすることを楽しみにしています。
　自分のエモーションのマスターになることは、これ
からのサッカーでの成功には欠かせないものです。
ハイパフォーマンスの面ばかりでなく、社会的な行
動やウェルビーイング（健康で幸福であること）の面
への影響も大きなものです。サッカーは、獲得した
スキルを促進するには完璧な環境です。
　指導者の皆さんは、このプロジェクトにおいて非
常に重要な役割を果たします。皆さんはプレーヤー
のロールモデルです。その姿勢、聞く力、プレゼンス、
そして困難な状況でエモーションに対処する力が、
違いを生み出します。うれしいことに、
これらのスキルは習得し、改善し続けることができま

す。私たちは単に、自分自身に気付くことを、生活
の中で優先していこうと決心するだけで良いので
す。
　私たち一人一人には、成長、向上、リジリエンス

（立ち直る力）、逆境を克服すること、信頼関係を
深めること、真の意味で他者とリスペクトを持って
関わること、これらを身に付ける伸びしろがあります。
　このトピックに関わるところで、「マスター・オブ・
ユア・エモーション」という本を、日本でも9月に出
版する予定です。この本では、サッカーのスキル、
フィジカル、テクニカル、戦術、マインド（セルフパ
フォーマンス）に続く5つ目のスキルとして、態度・
姿勢を挙げています。これは全ての人、大人だろう
とユースだろうと、経験を問わず、誰もが習得できる
ものです。この本の目的は、セルフアウェアネス（自
分自身のことをもっと知ること）に対するモチベー
ションを高め、サッカーの指導における文化を変え
ることを刺激しようというものです。
　私はこれを、それぞれ特徴や課題を持つ、さまざ
まな国や文化において経験してきました。私たちが
リスペクトの心を持ち、謙虚で好奇心を持って臨め
ば、自分自信の行動を振り返りやすくなります。です
から、これは日本の文化にとても合ったものだと思
います！

マーク･ミルトン氏より
日本の指導者の皆さんへ
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